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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
末す
え

左さ

（
大お
お

左さ

一
門
）

（
南
北
朝
中
期
―
筑
前
）
約
六
五
〇
年
前

菖
蒲
造
り
　
刃
長
一
尺
六
寸
一
分
（
48
・
７
㎝
）　
反
り
三

分
強
　
元
巾
九
分
二
厘
　
先
巾
八
分
　
重
ね
二
分
四
厘

　

長
さ
頃
合
い
に
、
反
り
浅
め
に
先
反
り
つ
き
、
鎬
高
く
棟

を
強
く
卸
し
て
ス
ラ
リ
と
し
た
姿
の
薙
刀
直
し
の
脇
差
。
地

鉄
、
板
目
肌
立
ち
ご
こ
ろ
で
流
れ
を
交
え
、
地
沸
つ
い
て
鉄

色
が
黒
め
と
な
る
。
刃
文
、
小
沸
つ
い
た
浅
い
の
た
れ
に
互

ノ
目
を
交
え
、
肌
に
か
ら
ん
で
ほ
つ
れ
や
砂
流
し
か
か
り
、

小
足
入
り
、
総
体
に
沈
み
ご
こ
ろ
で
棟
焼
入
る
。
帽
子
、
直

ぐ
調
に
先
き
焼
詰
め
て
掃
き
か
け
る
。

　

南
北
朝
初
期
、
筑
前
国
に
は
左
文
字
が
出
現
し
、
そ
れ
ま

で
の
九
州
物
に
見
ら
れ
な
い
相
州
伝
を
導
入
し
、
乱
れ
主
調

で
地
刃
の
冴
え
る
作
風
を
樹
立
し
た
。
一
門
の
刀
工
た
ち
も

師
風
を
受
け
継
い
で
繁
栄
し
、
そ
れ
ら
の
刀
工
お
よ
び
作
刀

を
末
左
と
称
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
南
北
朝
の
作
で
優
れ
た

技
量
を
示
す
。
こ
の
脇
差
は
薙
刀
直
し
の
大
磨
上
無
銘
で
あ

る
が
、
い
か
に
も
雰
囲
気
の
あ
る
も
の
で
、
拵
は
感
じ
の
よ

い
時
代
拵
で
、
黒
呂
鞘
に
直
し
は
少
し
見
ら
れ
る
が
、
金
具

も
さ
ま
ざ
ま
に
ち
ょ
っ
と
目
立
つ
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
六
五
（65）
万
円

黒
呂
塗
鞘
脇
差
拵　
︿
縁
頭
﹀
桐
唐
草
図　

赤
銅
七
々
子
地　

金
色
絵　

金
小
縁　
︿
目
貫
﹀
布
袋
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
無
銘
・
献
上　

無
文　

赤
銅
磨
地　

丸
形

︿
小
柄
﹀
草
鹿
図　

素
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
素
銅　
︿
小
尻
﹀
無
文　

鉄
鎚
目
地　

金
小
縁　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
薄
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

七
二
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

太
刀
　
備
州
長
船
住
景か
げ
み
つ光

　
　
　
元
徳
三
年
三
月
日

（
鎌
倉
末
期
―
備
前
）
六
九
四
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
強
（
69
・
７
㎝
）
反
り
八
分
弱
　

元
巾
九
分
六
厘
　
先
巾
六
分
二
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

腰
反
り
深
く
つ
い
た
刃
長
二
尺
三
寸
の
太
刀
姿
で
、
や
や

細
身
に
も
見
え
る
が
、
鎬
高
く
重
ね
厚
く
、
中
切
先
の
締

ま
っ
た
体
配
で
重
量
は
十
分
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
て

つ
み
、
地
沸
が
微
塵
に
細
か
く
つ
い
て
美
し
い
肌
合
い
と
な

り
、
乱
れ
映
り
が
鮮
明
に
た
つ
。
刃
文
、
物
打
ち
辺
は
の
た

れ
調
で
匂
い
締
ま
り
、
中
ほ
ど
は
焼
き
が
高
ま
り
小
互
ノ
目
、

小
丁
子
に
尖
り
調
が
交
じ
り
、
小
足
・
葉
入
り
、
小
沸
つ
き
、

わ
ず
か
に
湯
走
り
、
金
筋
・
砂
流
し
か
か
り
明
る
く
冴
え
る
。

元
は
低
く
直
ぐ
調
。
帽
子
、
の
た
れ
込
み
小
丸
に
返
る
。

　

景
光
は
長
光
の
子
で
、
光
忠
︱
長
光
と
続
く
長
船
三
代
目

で
、
片
落
ち
互
ノ
目
を
完
成
し
た
こ
と
で
も
名
高
い
。
製
作

年
代
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
は
じ
め
ま
で
三
十
余
年
に

わ
た
る
。
作
風
は
直
刃
仕
立
て
に
片
落
ち
互
ノ
目
を
主
調
と

す
る
も
の
な
ど
、
長
光
よ
り
も
穏
や
か
な
出
来
口
で
あ
る
が
、

鍛
え
は
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
時
に
は
父
以
上
に
優
れ
た
も
の

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
短
刀
の
作
品
が
多

い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
太
刀
は
鎌
倉
後
期
の
製
作
当
初

の
太
刀
姿
が
よ
く
保
た
れ
て
お
り
、
鍛
え
は
景
光
の
真
骨
頂

で
あ
る
美
麗
な
鍛
え
が
一
際
見
事
で
、
冴
え
た
焼
刃
な
ど
出

来
優
れ
、
加
え
て
数
少
な
い
長
刀
で
、
在
銘
年
紀
作
で
も
あ

る
本
太
刀
は
、
同
工
を
研
究
す
る
上
で
資
料
的
価
値
も
す
こ

ぶ
る
高
く
、
新
し
く
重
刀
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
令
和
５
年
・
第
69
回
）

　
　
　
　
　
﹃
刀
剣
美
術
﹄
令
和
６
年
３
月
号
所
載

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

二
�八
〇
〇

（2,800）
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

槍
　
兼か
ね
も
と元

（
天
文
―
美
濃
）
室
町
後
期
　
約
四
九
〇
年
前

平
三
角
直
槍
　
長
さ
九
寸
六
分
弱
（
29
㎝
）
元
巾
七
分

先
巾
六
分
四
厘
　
重
ね
二
分
二
厘
　
全
長
57
㎝

　

ケ
ラ
首
を
長
く
丸
く
造
る
と
い
う
古
い
時
代
の
槍
の
造
り

込
み
で
、
槍
穂
全
体
の
長
さ
は
29
㎝
、
刃
の
あ
る
と
こ
ろ
は

22
㎝
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
長
さ
の
あ
る
も
の
で
、
身
巾
狭
く

ス
ラ
リ
と
し
、
重
ね
厚
い
。
平
三
角
の
平
地
中
央
に
太
樋
を

掻
き
中
に
素
剣
を
浮
彫
、
そ
の
下
に
不
動
明
王
の
梵
字
を
刻

し
て
美
観
を
添
え
る
。
地
鉄
、
柾
流
れ
て
地
沸
が
つ
き
、
刃

文
は
直
刃
仕
立
て
で
小
沸
が
つ
き
、
先
の
方
は
匂
い
口
が

ふ
っ
く
ら
と
す
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
丸
、
掃
き
か
け
る
。

　

ス
ッ
キ
リ
し
た
兼
元
二
字
銘
の
直
槍
で
、
彫
り
も
あ
っ
て

入
念
作
、
特
別
保
存
の
鑑
定
書
も
付
い
た
。
兼
元
は
兼
定
と

と
も
に
室
町
後
期
の
美
濃
鍛
冶
の
代
表
。
同
銘
が
相
継
ぎ
、

中
で
も
有
名
な
の
が
孫
六
兼
元
で
あ
る
。
本
作
の
二
字
銘
は
、

孫
六
で
は
な
い
が
ほ
と
ん
ど
同
時
期
と
思
わ
れ
る
兼
元
の
作

で
、
さ
す
が
兼
元
一
派
の
作
で
あ
る
の
で
出
来
が
よ
く
、
新

た
に
研
い
で
ま
た
見
栄
え
が
上
が
っ
た
。

　
　

白
鞘　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
八

（38）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
備
州
長
船
盛も

り
み
つ光

　
　
　
応
永
廿
八
年
三
月
日

（
室
町
初
期
―
備
前
）
六
〇
四
年
前

鵜
ノ
首
造
り
　
刃
長
一
尺
五
寸
三
分
（
46
・
５
㎝
）
反
り
二

分
半
　
元
巾
九
分
三
厘
　
先
巾
六
分
八
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

手
持
ち
の
よ
い
鵜
ノ
首
造
り
の
脇
差
で
、
身
巾
・
重
ね
と

も
頃
合
い
に
反
り
は
浅
め
、
中
程
よ
り
上
は
棟
鎬
高
く
棟
を

卸
し
、
表
に
腰
樋
・
添
樋
、
裏
に
腰
樋
を
刻
す
る
。
地
鉄
、

肌
立
ち
ご
こ
ろ
の
板
目
に
杢
交
じ
り
、
地
沸
が
つ
き
、
淡
い

乱
れ
映
り
た
つ
。
刃
文
、
小
沸
出
来
の
小
乱
れ
に
さ
ま
ざ
ま

の
刃
を
交
え
、
砂
流
し
よ
く
か
か
り
、
金
筋
も
入
る
。
帽
子
、

乱
れ
込
ん
で
先
き
尖
り
調
に
返
る
。

　

室
町
初
頭
の
応
永
年
間
、
備
前
長
船
に
は
格
調
の
高
い
作

風
の
刀
工
が
現
れ
、
こ
れ
ら
を
応
永
備
前
と
呼
ん
で
い
る
。

盛
光
は
康
光
と
並
ん
で
そ
の
代
表
で
あ
る
。
本
作
は
鵜
ノ
首

造
り
と
い
う
盛
光
に
は
珍
し
い
姿
で
あ
る
が
、
や
は
り
上
手

な
も
の
で
あ
る
。
肌
目
の
た
っ
た
応
永
備
前
の
肌
に
、
得
意

の
乱
れ
刃
を
焼
い
て
映
り
も
た
つ
小
気
味
よ
い
作
で
あ
る
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　

　
一
二
〇

（120）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

（
拵
図
は
次
頁
）

短
刀
　
正ま
さ
し
げ重

（
千せ
ん

子ご

）

（
永
正
―
伊
勢
）

	
	

室
町
後
期
　
約
五
一
〇
年
前

　

平
造
り
長
寸
の
短
刀
で
、
身
巾
狭
め
に
先
反
り
が
わ
ず
か

に
つ
き
、
重
ね
薄
め
。
地
鉄
、
大
板
目
風
に
柾
が
流
れ
、
大

杢
目
も
交
え
、
強
く
肌
立
つ
。
刃
文
、
箱
刃
が
か
っ
た
互
ノ

目
を
連
ね
、
乱
れ
の
間
は
の
た
れ
て
低
く
、
表
裏
揃
い
気
味

で
、
小
沸
よ
く
つ
き
、
刃
縁
に
砂
流
し
や
金
筋
か
か
る
。
帽

子
、
の
た
れ
込
み
小
丸
で
掃
き
か
け
、
返
り
長
い
。

　

正
重
は
伊
勢
千
子
派
の
優
工
で
あ
る
が
、
村
正
が
有
名
す

ぎ
る
た
め
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
正
重
は
村
正
の
子
、

も
し
く
は
門
弟
と
い
わ
れ
、
室
町
後
期
の
永
正
こ
ろ
。
室
町

末
ま
で
の
古
刀
期
に
三
代
続
い
た
。
村
正
と
の
違
い
は
姿
に

あ
り
、
短
刀
に
し
て
は
大
ぶ
り
の
一
尺
ほ
ど
の
作
が
多
く
、

村
正
は
小
ぶ
り
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
ま
た
本
作
の
中ま
か
ご心

は

タ
ナ
ゴ
腹
と
称
し
、
刃
側
が
グ
ッ
と
括
れ
中な
か

心ご

尻じ
り

も
ク
ッ
キ

リ
、
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
。
正
重
に
は
も
う
少
し
穏

や
か
な
形
の
舟
底
形
中
心
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
少
し
時
代
が

下
が
る
。
本
作
は
地
刃
に
お
い
て
、
ま
た
中
心
の
形
か
ら
も

時
代
が
上
が
る
。
拵
は
中
身
に
比
し
だ
い
ぶ
長
寸
の
合
口
拵
。

鞘
の
孔
雀
石
の
緑
色
が
映
え
、
金
具
も
そ
れ
ぞ
れ
佳
い
画
題
。

　
　
　
　

金
鍍
金
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　

　
一
四
〇

（140）
万
円

緑
色
孔
雀
石
塗
込
め
鞘
合
口
拵　
︿
縁
頭
﹀
宗
典
と
銘
あ
り　

園
城
寺
の
鐘
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
富
士
越
し
龍
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
小
柄
﹀
無
銘
（
脇
後
藤
）　

玄
猪
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　

裏
・
磨
地　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

五
四
・
五
㎝
）

平
造
り
　
刃
長
九
寸
七
分
（
29
・
３
㎝
）　
反
り
一
分
弱
　

元
巾
八
分
三
厘
　
先
巾
六
分
一
厘
　
重
ね
一
分
八
厘
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正
重
の
拵
（
説
明
は
前
頁
）

短
刀
　
備
州
長
船
祐す
け
さ
だ定

　
　
　
永
正
八
年
二
月
日

（
室
町
後
期
│
備
前
）
五
一
四
年
前

両も
ろ

刃は

造
り
　
刃
長
七
寸
六
分
弱
（
23
㎝
）
反
り
わ
ず
か

元
巾
七
分
五
厘
　
先
巾
四
分
八
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

頃
合
い
の
引
き
締
ま
っ
た
姿
に
反
り
は
わ
ず
か
、
中
央
の

鎬
筋
高
く
、
ふ
く
ら
の
枯
れ
た
鋭
い
造
り
込
み
。
地
鉄
、
板

目
が
錬
れ
、
小
杢
を
交
え
、
地
沸
よ
く
つ
く
。
刃
文
、
小
沸

出
来
の
互
ノ
目
が
丁
子
を
交
え
て
乱
れ
、
足
入
り
、
処
々
砂

流
し
か
か
り
、
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
小
丸
。

　

末
備
前
を
代
表
す
る
祐
定
に
は
数
多
く
の
同
銘
の
鍛
冶
が

い
る
が
、
こ
の
年
紀
の
永
正
と
い
う
と
ま
だ
初
期
で
あ
り
、

祐
定
中
の
名
工
・
与
三
左
衛
門
祐
定
が
ま
だ
さ
か
ん
に
鍛
刀

し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
本
作
に
個
銘
は
な
い
が
、
そ
の
レ
ベ

ル
の
高
い
時
期
の
作
で
あ
る
の
で
出
来
は
た
い
へ
ん
に
よ
く
、

姿
は
室
町
後
期
特
有
の
両
刃
造
り
で
、
こ
の
期
の
備
前
を
代

表
す
る
祐
定
の
典
型
作
で
あ
る
。
佐
藤
寒
山
博
士
の
鞘
書
も

あ
っ
て
昔
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
き
た
品
で
、
拵
は
反
り
の
な

い
さ
ら
っ
と
し
た
感
じ
の
黒
呂
鞘
の
合
口
拵
。
幕
末
製
作
時

の
金
具
を
使
っ
て
い
て
雰
囲
気
が
よ
い
。

　

銀
着
一
重
鎺　

拵
付（
白
鞘
も
あ
り
）佐
藤
寒
山
鞘
書
あ
り

　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　

　
一
五
〇

（150）
万
円
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黒
呂
塗
鞘
短
刀
合
口
拵　
︿
目
貫
﹀
石
灯
籠
（
赤
銅
地
）
に
カ
タ
ツ
ム
リ
（
素
銅
地
）
図　

容
彫　

金
色
絵

︿
責
金
=
栗
形
兼
用
﹀
唐
草
金
線
彫　

赤
銅
磨
地　
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し　
︿
柄
﹀
白
出
鮫
（
拵
の
総
長　

三
六
・
五
㎝
）

菊
池
槍
　
無
銘
　
末す
え
え
ん
じ
�

延
寿
（
切
付
銘
）左
右
衛

（
室
町
後
期
―
肥
後
）
約
四
八
〇
年
前

長
さ
六
寸
四
分
（
19
・
３
㎝
）
元
巾
六
分
八
厘　

先
巾
四
分

四
厘　

重
ね
三
分
半　

な
か
ご
の
長
さ
27
㎝　

全
長
46
㎝

中な
か
ご心
が
長
い
生
ぶ
姿
の
菊
池
槍
。
穂
は
重
ね
の
ご
く
厚
い

短
刀
姿
に
造
り
、
上
半
の
棟
を
少
し
削
ぎ
、
下
半
に
薙
刀
樋

を
彫
り
陰
影
が
つ
く
。
地
鉄
、
大
板
目
で
先
の
方
は
柾
に
流

れ
、
肌
目
が
立
ち
、
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
表
は
小
沸
づ
い

た
直
ぐ
調
に
ほ
つ
れ
か
か
り
、
裏
は
直
刃
で
刃
縁
に
長
い
一

本
の
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、
強
く
掃
き
掛
け
る

　

菊
池
槍
と
は
肥
後
の
豪
族
・
菊
池
一
族
が
お
抱
え
の
延
寿

の
刀
工
に
作
ら
せ
た
も
の
と
い
う
。
今
に
残
る
の
は
室
町
中

期
以
降
の
無
銘
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
南
朝
の
忠

臣
・
菊
池
氏
の
造
ら
せ
た
も
の
と
し
て
昔
か
ら
一
部
に
根
強

い
人
気
が
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
今
で
も
続
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺　

白
鞘　

　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
二
四
（24）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
大
和
大
掾
藤
原
正ま

さ
の
り則

（
元
和
―
越
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
〇
五
年
前

平
造
り
　
刃
長
一
尺
四
寸
六
分（
44
・
３
㎝
）反
り
一
分
五
厘

元
巾
一
寸
五
厘
　
先
巾
八
分
五
厘
　
重
ね
二
分
二
厘

　

大
ぶ
り
の
迫
力
あ
る
姿
の
平
造
り
脇
差
で
、
反
り
浅
め
に

身
巾
広
く
重
ね
厚
い
。
表
裏
の
彫
物
が
よ
く
、
表
に
巌
上
不

動
尊
、
裏
に
大
き
く
三
鈷
付
剣
と
梵
字
を
深
い
鏨
で
彫
る
。

地
鉄
、
板
目
が
つ
ん
で
や
や
肌
立
ち
気
味
、
流
れ
も
交
え
て

全
体
に
黒
ず
ん
だ
肌
合
い
で
、
地
沸
こ
ま
か
に
つ
く
。
刃
文
、

焼
き
巾
の
広
い
直
ぐ
調
で
、
小
互
ノ
目
を
交
え
て
短
い
足
入

り
、
砂
流
し
か
か
り
、
小
沸
深
く
つ
き
匂
い
口
沈
み
ご
こ
ろ
。

帽
子
、
直
ぐ
調
に
先
き
小
丸
で
返
り
長
い
。

　

大
和
大
掾
正
則
は
山
城
の
三
条
吉
則
の
末
裔
と
称
し
、
本

国
は
丹
後
宮
津
、
の
ち
越
前
福
井
に
移
住
し
た
。
慶
長
年
間

に
結
城
秀
康
が
福
井
の
城
主
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
名
声
を

し
た
っ
て
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
刀
工
は
多
く
、
正
則
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
年
紀
は
慶
長
13
年
か
ら

あ
り
け
っ
こ
う
古
く
、
初
代
康
継
と
同
じ
こ
ろ
で
あ
る
。
本

作
は
彫
物
が
入
っ
て
出
来
が
よ
く
、
正
則
の
傑
作
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

八
五
（85）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
守も
り
か
つ勝

（
得と
く

次じ

ら郎
）

（
寛
永
―
下し
も
つ
け野
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
〇
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
八
寸
九
分
半
（
57
・
４
㎝
）
反
り
五
分

元
巾
九
分
四
厘
　
先
巾
六
分
七
厘
　
重
ね
二
分
二
厘

　

頃
合
い
の
長
さ
・
身
巾
・
反
り
の
脇
差
で
姿
よ
く
、
鎬
を

少
し
卸
ろ
す
。
地
鉄
、
目
の
大
き
め
の
板
目
に
杢
が
交
じ
り
、

き
れ
い
に
肌
が
立
ち
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
高
め
の
丸

い
互
ノ
目
が
肩
を
接
し
て
頭
揃
い
気
味
に
並
び
、
沸
よ
く
つ

き
足
入
り
、
こ
ま
か
い
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
調
で

焼
き
深
め
、
よ
く
掃
き
か
け
て
小
丸
。

野や
し
ゅ
う州

守
勝
は
全
国
的
に
は
知
名
度
は
低
い
が
、
栃
木
県
に

お
い
て
は
人
気
工
で
あ
る
。
室
町
後
期
か
ら
得
次
郎
宿
で
鍛

刀
し
、
当
時
の
得
次
郎
宿
は
宇
都
宮
氏
の
勢
力
圏
で
家
臣
・

新
田
氏
の
築
い
た
城
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
は
日
光
街
道
の

中
間
の
宿
場
・
得
次
郎
町
と
し
て
賑
わ
い
、
得
次
郎
鍛
冶
も

江
戸
前
期
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。
中
で
守
勝
は
技
量
よ
く
、
徳

次
郎
正
宗
と
称
え
ら
れ
た
が
、
残
る
作
品
は
少
な
い
。
彫
物

に
た
け
剣
巻
龍
・
素
剣
な
ど
を
施
し
た
作
品
な
ど
、
末
相
州

の
優
品
と
見
違
う
ば
か
り
の
作
も
あ
り
、
平
成
30
年
に
は
享

祿
元
年
紀
の
短
刀
が
重
刀
に
指
定
さ
れ
た
。
さ
て
本
作
は
作

風
か
ら
み
て
新
刀
期
と
思
わ
れ
る
。
銘
鑑
に
も
寛
永
の
守
勝

が
所
載
さ
れ
て
い
て
こ
の
工
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
珍

し
い
。
傷
欠
点
な
く
ビ
ン
と
し
た
出
来
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
八
八
（88）
万
円
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大
小
一
組
・
拵
付

〈
大
小
の
大
〉

刀
　
陸
奥
大
掾
三み

善よ
し
な
が
み
ち

長
道

　
　
延
宝
三
乙
卯
年
二
月
日

（
江
戸
前
期
―
会
津
）
三
五
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
五
分
弱
（
71
・
２
㎝
）
反
り
四
分

八
厘
　
元
巾
九
分
五
厘
　
先
巾
六
分
一
厘
　
重
ね
二
分
六
厘

　

長
さ
よ
く
、
い
つ
も
の
姿
よ
り
身
巾
狭
め
で
あ
る
が
、
そ

の
分
重
ね
を
特
に
厚
く
し
て
お
り
、
反
り
浅
め
に
元
先
に
巾

差
を
つ
け
、
ピ
ン
と
張
っ
た
姿
で
重
量
が
あ
る
。
地
鉄
、
板

目
が
ゆ
っ
た
り
と
錬
れ
て
柾
ご
こ
ろ
が
交
じ
り
、
地
沸
よ
く

つ
く
。
刃
文
、
互
ノ
目
に
小
の
た
れ
・
小
互
ノ
目
を
交
え
、

刃
縁
沸
よ
く
つ
き
匂
い
深
め
で
、
わ
ず
か
に
砂
流
し
か
か
り
、

足
が
入
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
先
き
小
丸
、
返
り
長
め
。

　

奥
州
刀
工
の
中
で
人
気
抜
群
の
初
代
・
長
道
の
作
で
あ
る
。

父
が
伊
予
松
山
か
ら
移
っ
て
き
た
政
長
で
、
長
道
は
寛
永
十

年
に
会
津
に
生
ま
れ
た
。
万
治
二
年
に
陸
奥
大
掾
を
受
領
。

全
身
を
除
い
て
原
寸
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〈
大
小
の
小
〉

作
風
は
、
の
た
れ
に
互
ノ
目
が
交
じ
り
、
高
低
の
あ
る
乱
れ

刃
が
多
く
、
江
戸
の
長
曽
祢
虎
徹
の
ハ
ネ
ト
ラ
時
代
の
作
柄

に
近
似
し
、
斬
れ
味
に
も
優
れ
て
最
上
大
業
物
に
列
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
名
「
会
津
虎
徹
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

本
作
も
刃
文
・
帽
子
と
も
に
虎
徹
風
で
い
か
に
も
新
刀
風
で

感
じ
が
よ
い
。
ま
た
本
工
に
裏
年
紀
の
あ
る
作
は
少
な
い
。

ガ
ッ
シ
リ
と
し
た
大
小
半
太
刀
拵
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
幕

末
の
制
作
当
時
の
ま
ま
健
全
に
残
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
気

風
を
知
る
よ
う
で
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。

　
　
　

金
入
り
素
銅
一
重
鎺　

大
小
拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　

大
小
で　
　

二
七
〇

（270）
万
円

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
六
寸
（
48
・
５
㎝
）　
反
り
三
分
五
厘

元
巾
一
寸
　
先
巾
七
分
　
重
ね
二
分
強

　

二
寸
磨
上
げ
て
頃
合
い
の
長
さ
に
な
っ
た
鎬
造
り
の
脇
差

で
身
巾
が
あ
る
。
地
鉄
、
仙
台
国く
に
か
ね包
伝
の
こ
ま
か
い
柾
目
が

つ
ん
で
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
広
直
刃
、
刃
縁
、
小
沸
が
締

ま
り
ご
こ
ろ
で
、
小
足
な
ど
入
り
動
き
が
み
ら
れ
る
。
帽
子
、

直
ぐ
に
焼
詰
め
、
強
く
掃
き
か
け
る
。

　

初
代
国
包
は
藩
命
に
よ
り
上
洛
し
、
元
和
五
年
に
修
業
帰

国
し
て
御
刀
鍛
冶
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
、
和
州

南
都
文
珠
派
の
阿
部
甚
左
衛
門
包
吉
と
同
庄
司
包か
ね
く
ら蔵
が
、
仙

台
に
移
住
し
て
、
国
包
に
入
門
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

金
入
り
素
銅
一
重
鎺　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

黒
革
石
目
塗
鞘
大
小
半
太
刀
拵　
︿
総
金
具
=
縁
頭
・
鯉
口
・
小
尻
﹀
無
文　

真
鍮
石
目
地
︿
目
貫
﹀
大
・
伊
勢
海
老
図　

素
銅
地　

容
彫
。
小
・
水
鳥
に
碇
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色

絵
︿
鐔
﹀
大
・
剣
と
龍
を
鋤
下
彫　

鉄
檜
皮
文
地　

隅
入
り
木
瓜
形　

両
櫃
孔
と
手
貫
孔
に
銀
内
覆
輪
。
小
・
無
文　

鉄
地　

お
多
福
木
瓜
形　

赤
銅
覆
輪　

両
櫃
孔
に
四
分
一
内
覆
輪　

笄
櫃

孔
・
真
鍮
埋
め
︿
小
の
小
柄
﹀
無
文　

銀
無
垢
磨
地
︿
栗
形
﹀
黄
土
色
水
牛
製
︿
柄
﹀
白
鮫
着
濃
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

大
一
〇
一
㎝　

小
六
九
㎝
）

脇
差
　
包か

ね
よ
し吉

（
寛
文
―
仙
台
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
五
〇
年
前
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脇
差
　
近
江
大
掾
藤
原
忠た
だ
ひ
ろ広

（
寛
文
│
肥
前
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
六
〇
年
前

　

身
巾
・
重
ね
の
あ
る
大
ぶ
り
の
平
造
り
寸
延
び
で
、
反
り

は
浅
く
つ
く
。
地
鉄
、
小
板
目
が
肌
立
ち
ご
こ
ろ
に
つ
み
、

地
景
こ
ま
か
く
入
り
、
地
沸
の
つ
く
小
糠
肌
で
き
れ
い
に
輝

く
。
刃
文
、
の
た
れ
に
互
ノ
目
を
交
え
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た

乱
れ
で
、
匂
い
深
く
沸
が
よ
く
つ
き
、
飛
焼
を
加
え
て
変
化

も
あ
る
。
帽
子
、
焼
き
深
め
、
直
ぐ
に
尖
り
気
味
に
小
丸
。

　

近
江
大
掾
忠
広
の
寸
延
び
で
あ
る
。
二
代
忠
広
は
父
・
初

代
忠
吉
の
あ
と
を
継
ぎ
、
忠
吉
家
を
父
以
上
の
隆
盛
に
導
き
、

ひ
い
て
は
一
族
郎
党
で
作
り
上
げ
る
肥
前
刀
の
名
を
天
下
に

広
め
た
功
労
者
で
あ
る
。
忠
広
は
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
っ

た
が
平
造
り
の
脇
差
と
な
る
と
ま
れ
で
あ
る
。
本
作
は
、
姿

に
お
い
て
数
の
少
な
い
二
代
忠
広
の
作
品
で
、
刃
文
は
お
お

ら
か
に
乱
れ
、
全
体
に
健
全
で
力
が
あ
り
優
品
で
あ
る
。
幕

末
の
拵
が
付
い
て
お
り
、
傷
み
の
な
い
き
れ
い
な
印
籠
刻
み

鞘
に
、
縁
頭
は
出
羽
庄
内
の
光
親
（
鷲
田
三
代
目
）
の
作
で

珍
し
く
為
銘
が
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　

　
一
二
五

（125）
万
円

黒
呂
印
籠
刻
み
鞘
脇
差
拵　
︿
縁
頭
・
小
尻
﹀
悠
然
居
光
親
（
花
押
）
為
大
瀬
正
直
君
（
幕
末
︱
庄
内
鶴
岡
）　

松
樹
に
猛
禽
図　

四
分
一
磨
地　

片
切
彫　

甲
鋤
彫

︿
目
貫
﹀
茸
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
・
素
銅
色
絵　
︿
鐔
﹀
無
銘
・
献
上　

無
文　

赤
銅
磨
地　

長
丸
形　
︿
小
柄
﹀
菊
に
コ
オ
ロ
ギ
図　

赤
銅
磨
地　

金
線
布
目
象
嵌

︿
柄
﹀
白
鮫
着
金
茶
糸
巻
（
拵
の
総
長　

五
七
㎝
）

平
造
り
　
刃
長
一
尺
一
寸
一
分
（
33
・
６
㎝
）
反
り
二
分
　

元
巾
一
寸
九
厘
　
先
巾
八
分
弱
　
重
ね
二
分
三
厘

全
身
を
除
い
て
原
寸
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長
巻
　
泰た

い
り
�
う
さ
い

龍
斎
宗そ

う
か
ん寛

造
之

　
　
　
文
久
二
年
八
月
日

（
幕
末
―
江
戸
）
一
六
三
年
前

●
次
頁
に
続
く

刃
長
二
尺
一
寸
三
分
（
64
・
４
㎝
）
反
り
三
分
強
　
元
巾
一

寸
強
　
先
巾
一
寸
三
分
　
重
ね
二
分
七
厘
　
総
長
108
・
５
㎝

　

全
長
一
ｍ
を
ゆ
う
に
超
え
る
長
巻
直
し
で
、
元
身
巾
は
厚

く
広
く
、
中
ほ
ど
か
ら
は
棟
を
卸
し
て
鎬
高
く
、
先
は
頭
を

大
き
く
張
ら
せ
両
刃
造
り
に
す
る
と
い
う
異
様
で
迫
力
の
あ

る
姿
。
地
鉄
、
よ
く
錬
れ
た
小
板
目
で
無
地
風
と
な
り
、
地

沸
こ
ま
か
に
厚
く
つ
き
、
淡
い
映
り
ご
こ
ろ
立
つ
。
刃
文
、

小
沸
締
ま
り
気
味
の
丁
子
刃
が
頭
揃
い
ご
こ
ろ
と
な
り
、
刃

中
に
足
が
長
く
き
れ
い
に
入
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
先
き

小
丸
調
と
な
り
、
深
く
焼
き
下
げ
る
。

　

宗
寛
は
新
々
刀
の
雄
・
固
山
宗
次
の
高
弟
。
推
挙
で
下
総

古
河
藩
工
と
な
る
。
こ
の
一
振
は
珍
し
い
一
振
で
、
こ
の
姿

は
初
見
で
あ
る
。
当
時
の
拵
が
つ
い
て
い
る
の
も
貴
重
で
、

大
き
な
黒
塗
叩
き
塗
の
鞘
も
立
派
で
柄え

の
赤
樫
棒
も
力
強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

（170）
万
円
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黒
叩
き
塗
鞘
薙
刀
拵　
︿
柄
﹀
金
具
（
口
が
ね
は
素
銅
の
耳
刻
み
鐔
形
、
前
後
に
二
枚
ず
つ
切
羽
が
つ
く
。
逆
輪
を
欠
く
。
胴
が
ね
は
鉄
錆
地
）

太
刀
打
ち
は
朱
塗
の
千
段
巻
き
。
蕪
巻
は
金
塗
。
棒
は
赤
樫
。
石
突
は
筒
形
丸
尻
の
鉄
製　
（
拵
の
総
長　

二
ｍ
）

刀
　
造
大
慶
直な

お
た
ね胤

（
花
押
）

　
　
天
保
七
年
仲
春
　
由よ
し
と
ら虎
好
之

（
江
戸
後
期
│
江
戸
）
一
八
九
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
五
分
（
68
・
１
㎝
）
反
り
七
分
強

元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
五
厘
　
重
ね
二
分
三
厘

　

太
刀
造
り
の
新
々
刀
の
優
刀
で
、
反
り
深
く
腰
反
り
つ
き
、

身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、
中
切
先
が
延
び
、
表
裏
に
棒
樋
を
刻

し
て
覇
気
が
あ
る
。
地
鉄
、
柾
目
肌
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、

地
沸
が
叢
な
く
厚
く
つ
い
て
、
淡
い
映
り
た
つ
。
刃
文
、
物

打
ち
と
腰
元
を
沸
・
匂
い
深
く
高
く
焼
き
、
あ
い
だ
の
中
ほ

ど
は
低
め
に
小
沸
出
来
の
小
互
ノ
目
を
並
べ
、
総
体
に
ほ
つ

れ
か
か
り
砂
流
し
さ
か
ん
で
、
刃
中
に
足
よ
く
入
り
金
筋
・

飛
焼
か
か
る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
の
た
れ
込
み
、
さ
か
ん
に

掃
き
か
け
て
小
丸
。

　

直
胤
は
水
心
子
正
秀
の
門
人
で
、
備
前
伝
・
相
州
伝
ほ
か

各
伝
を
こ
な
し
、
技
量
的
に
も
師
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
で
、
正

秀
同
様
に
新
々
刀
最
上
作
に
位
置
し
て
い
る
。
本
作
は
58
歳

円
熟
期
の
時
で
直
胤
最
盛
期
。
こ
の
頃
は
柾
鍛
え
に
相
州
伝

の
作
が
多
い
。
迫
力
あ
る
姿
に
、
中な
か
ご心

の
立
派
な
銘
と
花
押
、

直
胤
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
ま
た
為た
め
め
い銘

が
貴
重
。
由
虎
と
は
伊

能
宗
右
衛
門
一
雲
の
こ
と
。
江
戸
後
期
の
槍
術
家
で
宝
蔵
院

流
の
達
人
。
上
総
国
・
貝
淵
藩
で
槍
術
指
南
を
勤
め
門
人
に

藤
田
東
湖
な
ど
。
ま
た
神
谷
潤
亭
よ
り
節
ひ
と
よ
ぎ
り切

尺
八
の
普
及
に

つ
と
め
た
。
本
作
の
刃
文
も
由
虎
の
好
み
か
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘　
　
﹃
日
本
刀
随
感
﹄
所
載

　
　
　
　
﹃
首
切
り
浅
右
衛
門
押
形
（下）
﹄
所
載

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

三
四
〇

（340）
万
円

●
前
頁
宗
寛
の
刃
文
・
全
身
・
拵
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全
身
を
除
い
て
原
寸
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刀
　
源
正ま

さ

雄お

　
　
文
久
三
年
三
月
日

（
幕
末
―
江
戸
）
一
六
二
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
五
寸
四
分
（
76
・
９
㎝
）　
反
り
七
分

元
巾
一
寸
一
分
四
厘
　
先
巾
七
分
九
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

ご
く
身
巾
広
く
、
元
先
の
巾
差
や
や
つ
い
て
反
り
深
く
、

中
切
先
が
延
び
、
鎬
高
め
に
重
ね
厚
く
重
量
の
あ
る
堂
々
と

し
た
姿
。
地
鉄
、
小
板
目
に
柾
目
が
沈
み
込
む
よ
う
に
交

じ
っ
て
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
地
景
入
る
。
刃
文
、
小
沸

締
ま
り
気
味
の
大
小
の
互
ノ
目
が
連
な
り
、
足
が
よ
く
入
る
。

帽
子
、
焼
き
深
く
一
枚
風
、
尖
っ
て
返
る
。

　

人
気
の
清
麿
一
門
の
優
刀
で
あ
る
。
鈴
木
源
正
雄
は
美
濃

の
出
身
で
、
江
戸
に
出
て
清
麿
の
門
に
入
る
。
何
人
か
い
る

門
下
生
に
あ
っ
て
先
輩
格
に
あ
た
り
、
同
門
の
栗
原
信
秀
や

清
人
が
の
ち
に
清
麿
伝
の
他
に
自
分
の
個
性
あ
る
作
品
を
発

表
し
た
の
に
対
し
、
正
雄
は
終
始
清
麿
風
で
あ
る
。
銘
は
草

書
に
き
り
ま
こ
と
に
上
手
で
あ
る
。
安
政
五
年
か
ら
万
延
元

年
の
三
年
間
は
箱
館
に
渡
っ
て
鍛
刀
し
、
の
ち
江
戸
に
戻
る
。

本
作
は
そ
の
一
振
で
、
長
さ
あ
っ
て
豪
快
、
刃は

区ま
ち

を
見
て
も

生う

ぶ
刃ば

の
残
る
健
全
さ
で
一
回
し
か
研
い
で
な
い
の
で
は
な

い
か
。
中な
か
ご心

も
き
れ
い
で
正
雄
の
代
表
作
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

四
〇
〇

（400）
万
円
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●
次
頁
に
続
く

全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
城じ

ょ
う
け
い
し

慶
子
正ま

さ
あ
き明
鍛
之
試
鹿し

か
の
つ
の角
及
甲か

ぶ
と
ざ
ね札
与と

棒

　
　
慶
応
四
戊
辰
年
春
二
月

	

（
幕
末
―
江
戸
）
一
五
七
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
（
69
・
６
㎝
）
反
り
六
分
　
元
巾

一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
五
厘
　
重
ね
二
分
六
厘

　

表
裏
の
彫
物
が
見
る
人
を
驚
か
す
力
強
い
一
振
。
長
さ
程

よ
く
身
巾
広
め
、
反
り
つ
い
て
中
切
先
に
重
ね
厚
い
。
太
刀

表
の
腰
の
櫃
内
に
滝
不
動
尊
を
浮
彫
、
そ
の
上
は
棒
樋
に
添

樋
、
裏
は
鏨
深
い
剣
呑
み
龍
と
二
筋
樋
を
彫
る
。
地
鉄
、
小

板
目
が
よ
く
つ
み
、
地
沸
こ
ま
か
に
つ
く
。
刃
文
は
広
直
刃
、

刃
縁
に
小
沸
つ
く
。
帽
子
、
直
ぐ
に
大
丸
風
。

　

城
慶
子
正
明
、
会
心
の
一
振
。
正
明
は
新
々
刀
の
雄
・
細

川
正
義
の
高
弟
で
、
師
と
同
じ
く
作
州
津
山
の
藩
工
と
な
る
。

作
風
は
備
前
伝
・
相
州
伝
と
も
正
義
に
よ
く
似
て
上
手
で
あ

り
、
正
義
亡
き
あ
と
は
細
川
一
門
の
代
表
格
と
し
て
明
治
四

年
ま
で
活
躍
し
た
。
本
作
は
彫
り
が
豪
快
。
彫
物
は
価
格
が

高
く
、
表
を
濃
く
し
て
も
裏
は
あ
っ
さ
り
彫
る
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
本
作
は
表
裏
と
も
ク
ッ
キ
リ
と
大
き
い
。
試
し

銘
も
城
慶
子
の
十お

は

こ
八
番
で
「
や
っ
た
ー
」
と
い
う
感
じ
で
あ

る
。
ま
た
今
の
私
た
ち
に
は
戊
辰
の
年
季
も
感
慨
深
い
。
拵

は
華
や
か
で
、
朱
塗
鞘
に
金
茶
柄
糸
、
金
具
も
縁
頭
の
金
線

象
嵌
が
目
立
ち
、
中
身
の
刀
に
合
う
。
刀
が
ガ
ッ
シ
リ
し
て

い
る
た
め
鞘
口
・
小
尻
周
辺
に
も
う
一
巻
き
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

（230）
万
円
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朱
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
唐
草
図　

赤
銅
七
々
子
地　

金
線
象
嵌　

金
小
縁　
︿
目
貫
﹀
違
い
鷹
羽
紋
図　

四
分
一
七
々
子
地　

容
彫　
︿
鐔
﹀
忍
ぶ
草
図

鉄
流
し
地　

丸
形　

金
布
目
象
嵌　

小
肉
耳　
︿
鯉
口
・
栗
形
・
小
尻
﹀
唐
草
図　

素
銅
磨
地　

毛
彫　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
金
茶
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
九
・
五
㎝
）

●
前
頁
・
正
明
の
刃
文
・
全
身
・
拵

刀
　
相
州
住
和か

ず
ひ
ら平
作
　

　
　
昭
和
甲
寅
年
初
冬
吉
日
（
昭
和
49
年
）

（
現
代
―
神
奈
川
県
）
五
一
年
前

わ
へ
い

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
四
寸
一
分
（
72
・
８
㎝
）
反
り
八
分
強
　
元

巾
一
寸
一
分
　
先
巾
八
分
　
重
ね
二
分
七
厘

　

長
さ
長
く
、
身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、
先
反
り
風
に
反
り
深
く
、

切
先
の
延
び
た
力
強
い
姿
に
表
裏
に
棒
樋
を
掻
き
流
す
。
地
鉄
、

板
目
肌
つ
み
、
流
れ
が
刃
寄
り
に
強
く
現
れ
、
地
沸
厚
く
つ
い

て
地
景
入
る
。
刃
文
、
小
沸
深
い
の
た
れ
仕
立
て
に
互
ノ
目
乱

れ
を
連
ら
ね
、
物
打
ち
辺
は
一
段
と
高
く
焼
き
、
大
小
の
互
ノ

目
を
競
う
よ
う
に
配
し
、
刃
中
足
よ
く
入
り
、
こ
ま
か
な
砂
流

し
よ
く
か
か
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
み
、
先
き
小
丸
で
掃
き
か
け
る
。

　

和
平
師
は
昭
和
18
年
の
生
ま
れ
で
宮
入
昭
平
一
門
。
そ
の
一
門

の
河
内
国
平
師
に
こ
の
刀
を
見
て
も
ら
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
和
平
さ
ん
の
傑
作
。（
昭
和
49
年
作
で
）
独
立
間
も

な
い
時
は
相
州
伝
を
師
伝
で
や
っ
て
い
た
。
の
ち
に
備
前
伝
に

変
わ
る
。
私
が
隅
谷
先
生
に
入
門
し
て
備
前
伝
を
習
っ
た
け
ど
、

和
平
も
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
と
い
っ
て
、
教
え
た
。
彼
の
備
前

伝
は
私
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
の
後
、
大
病

し
て
な
…　

　

東
京
に
行
く
と
藤
沢
の
家
（
遊
行
寺
の
そ
ば
）
に
よ
く
行
っ

て
話
を
し
た
。
ま
じ
め
な
人
で
、か
わ
い
い
顔
し
て
い
た
（
童
顔
）。

た
だ
、
も
う
体
が
悪
か
っ
た
。
作
品
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
。
研
ぎ
も
斎
藤
司
に
た
の
ん
で
い
た
か
ら
、
今
回
の
作

も
そ
う
か
も
。
金
は
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

　

と
も
か
く
、
高
校
（
日
大
藤
沢
高
校
）
の
時
優
秀
で
生
徒
会

会
長
に
ま
で
な
っ
た
。
そ
の
切
取
り
を
持
っ
て
、
夏
休
み
に
家
出

を
し
て
出
て
き
て
、
千
曲
川
を
上
り
、
坂
城
に
き
て
、
橋
の
た

も
と
で
寝
て
、
親
方
の
所
に
行
っ
た
。
入
門
は
許
さ
れ
て
住
み

着
き
、
親
に
も
連
絡
し
た
。
そ
し
た
ら
親
が
探
し
に
き
た
。
親

方
が
「
俺
に
任
せ
ろ
！
」
と
言
っ
て
く
れ
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。

言
っ
て
く
れ
た
師
匠
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
親
は
帰
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
か
ら
親
方
は
大
病
を
し
て
、
一
年
、
教
わ
れ
な
か
っ

た
。
兄
弟
子
の
次
平
さ
ん
に
習
っ
た
。

全
身
を
除
い
て
原
寸
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和
平
さ
ん
は
五
年
い
た
。
私
は
彼
と
一
年
か
ら
一
年
半
ほ
ど
一
緒

に
い
た
。
親
方
が
一
番
苦
し
か
っ
た
と
き
の
弟
子
だ
っ
た
の
で
苦

労
し
た
は
ず
。
寒
く
し
も
や
け
で
足
指
が
崩
れ
た
。
手
は
傷
だ

ら
け
、
職
人
の
手
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
弟
子
は
、
親
方
も
病
気

は
治
り
、
人
間
国
宝
に
も
な
っ
て
な
、
認
め
ら
れ
た
か
ら
楽
だ
っ

た
。
宮
入
さ
ん
の
一
門
は
次
平
さ
ん
と
和
平
さ
ん
が
築
い
た
。
次

平
は
き
び
し
い
が
、
細
か
く
全
部
教
え
た
。
和
平
は
賢
く
き
ち

ん
と
し
て
頑
張
っ
た
。
そ
れ
を
後
の
者
に
伝
え
た
。
宮
入
は
21

人
弟
子
を
取
り
、
６
人
無
鑑
査
に
な
っ
た
。
一
番
率
が
高
い
。
そ

れ
は
程
度
の
よ
い
、
い
い
仕
事
を
さ
せ
た
か
ら
。
そ
れ
は
次
平
と

和
平
の
お
か
げ
…
」
国
平
師
の
話
は
続
く
が
ス
ペ
ー
ス
で
こ
こ
ま

で
。

　
一
般
的
な
解
説
を
続
け
る
と
、
平
成
に
入
る
と
和
平
師
は
備

前
伝
を
焼
き
、
同
10
年
こ
ろ
は
連
続
し
て
特
賞
を
受
賞
し
た
。

宮
入
門
に
あ
っ
て
、
後
輩
の
何
人
か
が
先
行
す
る
中
、
遅
咲
き

の
大
輪
を
咲
か
せ
る
よ
う
な
勢
い
に
、
皆
が
び
っ
く
り
し
て
大
い

に
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
15
年
二
月
に
鍛
刀
所
の
藤

沢
で
59
歳
没
。「
か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
…
」
と
い
う
お

手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
今
に
な
っ
て
思
い
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

九
五
（95）
万
円
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鐔
　
信の
ぶ
い
え家

竹
図
　
鉄
鎚
目
地
　
長
丸
形
　
毛
彫
　
丸
耳
　
両
櫃
孔
埋
め

　

紫
黒
色
を
帯
び
た
鉄
地
に
、
太
め
の
毛
彫
で
竹
の
幹
と
葉

を
彫
る
。
一
見
、
単
純
な
図
柄
の
板
鐔
だ
が
、
優
れ
た
地
鉄

を
鎚
目
に
仕
立
て
、
耳
に
は
鉄
骨
が
わ
ず
か
な
が
ら
現
れ
て

お
り
、
武
具
で
あ
り
な
が
ら
品
格
と
雅
味
を
備
え
て
い
る
。

切
羽
台
か
ら
耳
際
に
か
け
て
ゆ
る
や
か
に
高
く
な
る
中
低
の

肉
取
り
は
信
家
鐔
の
特
色
で
も
あ
り
、
実
用
的
で
巧
妙
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
鐔
の
銘
は
太
字
で
初
期
作
と
思
わ
れ
る
。

　

信
家
は
金
山
・
尾
張
透
し
・
山
吉
・
法
安
な
ど
の
安
土
桃

山
時
代
の
尾
張
鐔
に
、
作
域
と
し
て
似
か
よ
っ
た
と
こ
ろ
も

多
い
が
、
戦
国
時
代
の
武
将
の
心
意
気
を
表
現
し
た
そ
の
豪

快
で
力
強
い
作
風
と
、
造
形
な
ら
び
に
地
が
ね
の
鍛
え
よ
さ

は
他
の
作
品
に
紛
れ
る
こ
と
は
な
い
。
伏
見
の
金
家
と
と
も

に
、
鉄
鐔
の
最
高
峰
と
絶
賛
さ
れ
る
信
家
の
鐔
で
あ
る
。
桃

山
時
代
。

◆
縦
七
五
・
四
㎜　

横
七
〇
・
八
㎜　

厚
さ
四
・
一
㎜

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
一
八
〇

（180）
万
円

鐔
　
無
銘
　
赤
坂

三
匹
鈴
虫
透
し
図
　
鉄
磨
地
　
長
丸
形
　
透
し
彫
　
丸
耳

　

錆
色
良
好
な
厚
手
の
鉄
磨
地
に
、
三
匹
の
鈴
虫
を
透
し
彫

す
る
。
三
匹
の
鈴
虫
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
と
ら
え
て
体
の

形
を
変
え
て
配
置
よ
く
お
き
、
そ
の
細
く
長
い
触
覚
と
脚
を

繋
い
で
透
か
し
模
様
と
す
る
。

　

赤
坂
鐔
は
京
透
し
の
優
美
さ
と
、
尾
張
鐔
の
力
強
さ
を
合

わ
せ
持
つ
。
繋
ぎ
の
線
は
細
い
が
力
強
く
、
絵
柄
が
斬
新
で

意
匠
に
優
れ
る
。
本
作
は
、
丸
形
に
丸
耳
、
櫃ひ
つ
あ
な孔

の
左
右
を

意
識
的
に
歪
め
る
な
ど
、
赤
坂
鐔
の
特
徴
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
捉
え
て
お
り
、
鈴
虫
透
し
は
赤
坂
で
も
特
に
高
い
人
気
で

あ
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
七
六
・
五
㎜　

横
七
四
㎜　

厚
さ
四
・
九
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
箱
書
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
〇
（20）
万
円
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小
柄
　
宗そ

う
み
ん珉

（
花
押
）

虎こ
け
い
さ
ん
し
�
う

渓
三
笑
図
　
四
分
一
磨
地
　
片
切
彫
　
毛
彫
　
裏
・
赤
銅
削そ
げ

継つ

ぎ
金

　

落
ち
着
い
た
四
分
一
磨
地
に
片
切
彫
で
談
笑
す
る
三
人
の
人
物
を
描
く
。
三
人
は
晋
の
僧
・
慧
遠
、
詩

人
の
陶
淵
明
、
宋
の
道
士
・
陸
修
静
。
慧
遠
は
廬
山
の
寺
に
籠
り
、
廬
山
の
渓
谷
・
虎
渓
を
決
し
て
渡
る

ま
い
と
誓
っ
た
が
、
来
訪
し
た
二
人
を
見
送
っ
た
際
に
、
話
し
に
興
じ
て
、
つ
い
虎
渓
の
橋
を
渡
っ
て
し

ま
い
、
三
人
で
大
笑
い
し
た
と
い
う
故
事
を
題
材
に
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
郭
を
片
切
彫
で
デ
ッ
サ
ン
の

よ
う
に
的
確
に
彫
り
、
顔
の
表
情
な
ど
細
部
を
毛
彫
す
る
。

　

宗
珉
は
横
谷
氏
。
初
代
・
宗
与
の
子
で
寛
文
十
年
江
戸
の
生
ま
れ
。
父
没
後
、
元
禄
三
年
21
歳
で
家
督

を
継
ぎ
、
元
禄
七
~
八
年
頃
に
宗
珉
と
改
名
す
る
。
後
藤
系
の
幕
府
抱
え
工
で
あ
っ
た
が
扶
持
を
辞
し
て

町
彫
工
と
な
り
、
家
彫
の
工
法
を
基
本
に
精
巧
な
鏨
法
で
横
谷
彫
を
大
成
す
る
。
画
題
・
技
法
と
も
に
自

由
で
あ
り
な
が
ら
格
調
高
い
。
ま
た
片
切
彫
を
開
発
す
る
。
町
彫
金
工
の
元
祖
と
し
て
金
工
界
に
君
臨
し
、

多
く
の
有
力
な
門
人
を
育
成
す
る
。
俳
句
、
遊
芸
の
嗜
み
あ
り
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。
享
保
18
年
64

歳
没
。

　

清
ら
か
な
空
気
の
中
、
屈
託
な
い
笑
い
声
が
聞
こ
え
そ
う
な
小
柄
で
、
表
を
四
分
一
に
裏
は
赤
銅
、
そ

れ
も
金
削
継
ぎ
に
し
て
豪
華
さ
を
出
す
な
ど
、
さ
す
が
手
の
込
ん
だ
名
工
の
作
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付
（
昭
和
61
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
九
五
（95）
万
円

鐔
　
無
銘
　
京
透
し

八
橋
透
し
図
　
鉄
磨
地
　
丸
形
　
透
し
彫
　
角
耳
小
肉

　

厚
手
の
鍛
え
良
好
な
鉄
地
に
﹃
伊
勢
物
語
﹄
在
原
業
平
の

東
下
り
「
三
河
の
国　

八や
つ
は
し橋
」
の
場
面
を
題
材
に
す
る
。

　

こ
の
八
つ
の
橋
で
つ
な
ぐ
地
は
杜か
き
つ
ば
た若の

名
所
で
も
あ
り
、

業
平
が
「
か
き
つ
は
た
」
を
折
句
に
し
て
詠
ん
だ
和
歌
「
か0

ら
こ
ろ
も　

き0

つ
つ
な
れ
に
し
つ0

ま
し
あ
れ
は　

は0

る
は
る

き
ぬ
る　

た0

ひ
を
そ
お
も
ふ
」
で
知
ら
れ
る
。

　

赤
坂
・
尾
張
と
な
ら
ぶ
三
大
透
し
鐔
の
一
つ
「
京
透
し
」

は
、
室
町
中
期
の
京
の
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
好
み
に
よ
り

作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
優
雅
で
繊
細
な
透
し
が
特
徴
だ
が
、

本
作
は
厚
手
で
、
繋
ぎ
に
は
力
強
さ
も
感
じ
ら
れ
、
図
柄
よ

く
優
品
の
一
枚
で
あ
る
。
室
町
後
期
。

◆
縦
八
〇
・
一
㎜　

横
七
九
・
四
㎜　

厚
さ
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
五
（25）
万
円

拡大
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鐔
　
予
州
住
　
正
阿あ

み弥
家い

え
た
け武

し
ょ
う

牡
丹
透
し
図
　
鉄
磨
地
　
長
丸
形
　
肉
彫
透
し

　

錆
色
の
よ
い
硬
質
な
鉄
地
に
、
牡
丹
花
を
く
っ
き
り
と
肉

彫
透
し
す
る
大
ぶ
り
な
鐔
。
花
弁
は
毛
彫
で
花
脈
を
彫
り
、

葉
は
輪
郭
を
残
し
て
鋤
彫
し
立
体
感
を
出
す
。

　

家
武
は
伊
予
国
（
愛
媛
県
）
松
山
の
、
予
州
正
阿
弥
派
の

第
一
期
全
盛
期
・
元
禄
こ
ろ
の
工
の
一
人
で
、
こ
の
派
の
特

徴
で
あ
る
素
朴
な
が
ら
図
案
に
優
れ
、
肉
彫
透
し
・
高
彫
・

毛
彫
・
象
嵌
な
ど
広
範
な
作
風
で
あ
る
。
ま
た
長
州
・
因
州

な
ど
の
山
陽
道
各
国
と
の
共
通
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

鐔
は
長
州
鐔
風
で
あ
る
が
、
実
に
力
強
く
、
き
り
り
と
し
て

華
が
あ
り
、
古
く
か
ら
各
書
に
所
載
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
八
四
㎜　

横
八
一
・
八
㎜　

厚
さ
四
・
七
㎜

　
　
　
﹃
刀
装
小
道
具
講
座
七
﹄﹃
刀
装
小
道
具
銘
字
大
系
﹄

　
　
　
﹃
鐔
大
鑑
﹄
所
載　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
七
（27）
万
円

鐔
　
八や

坂さ
か
え
い
か
ん

永
閑

左
右
松
透
し
唐
草
図
　
鉄
地
　
丸
碁
石
形
　
金
布
目
象
嵌
　

耳
・
赤
銅
覆
輪
　
両
櫃
孔
・
金
内
覆
輪

　

時
代
感
の
あ
る
鉄
地
に
、
両
櫃
孔
を
松
に
形
ど
り
、
縁
に

金
内
覆
輪
を
す
る
。
ま
た
全
面
に
蔓
唐
草
文
を
金
布
目
象
嵌

で
散
ら
し
、
腕
抜
き
孔
の
ぐ
る
り
に
も
金
を
加
え
、
耳
に
は

赤
銅
縄
目
覆
輪
を
施
し
、
華
や
か
な
意
匠
に
仕
上
げ
る
。

　

八
坂
永
閑
は
豊
後
国
（
大
分
県
）
杵き

築つ
き

の
工
。
杵
築
は
杵

築
藩
松
平
氏
三
万
二
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
廃
藩
置

県
ま
で
国
東
半
島
の
政
治
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
。
今
も
残

る
城
下
の
石
畳
や
侍
屋
敷
の
規
模
は
大
き
く
往
時
の
面
影
を

見
事
に
伝
え
て
い
る
。
永
閑
は
街
を
流
れ
る
八
坂
川
の
名
を

と
っ
て
銘
に
し
た
。
本
作
は
肥
後
風
の
作
柄
で
あ
る
が
、
杵

築
が
海
を
介
し
て
の
交
通
事
情
を
優
先
し
て
い
た
た
め
、
海

の
向
か
い
側
の
伊
予
国
の
伊
予
正
阿
弥
の
作
柄
や
後
代
埋
忠

を
混
合
し
た
よ
う
な
手
巧
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
本
作
は
各

処
に
金
が
入
り
永
閑
の
入
念
作
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
七
六
・
八
㎜　

横
七
四
・
七
㎜　

厚
さ
四
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　

　
十
二
（12）
万
円
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鐔
　
無
銘
　
古こ

正
阿あ

弥み

し
ょ
う

川
筏
い
か
だ
に
小
禽
図
　
鉄
鎚
目
地
　
刳く
り

込こ

み
木
瓜
形
　
赤
銅
据
文
　
金
・
銀
・

銅
色
絵
　
耳
・
打
返
し
　
両
櫃
孔
・

赤
銅
埋
め

　

太
刀
鐔
を
想
わ
せ
る
刳
込
み
木
瓜

形
に
鉄
鎚
目
地
は
、
古
調
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
る
。
全
体
に
薄
手
の
造
り

込
み
で
あ
る
が
耳
を
高
く
折
返
し
、

ま
た
大
ぶ
り
で
あ
る
た
め
実
に
力
強

い
。
表
は
、
大
き
な
荷
物
と
瓢
箪
を

乗
せ
て
川
を
下
る
筏
と
筏
師
を
赤
銅

据
文
し
、
金
・
銀
・
銅
色
絵
。
水
流

に
渦
巻
を
観
世
文
形
に
高
彫
し
金
象

嵌
す
る
。
裏
は
一
転
、
水
流
を
銀
象

嵌
と
し
、
空
に
二
羽
の
鳥
を
赤
銅
据

文
し
て
そ
の
姿
は
ユ
ニ
ー
ク
。
水
辺

の
水
葵
・
芦
に
金
色
絵
。

　

古
正
阿
弥
と
は
室
町
・
桃
山
時
代

の
正
阿
弥
派
の
鐔
工
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
鐔
を
指
す
。
京
都
を
中
心
に

「
阿
弥
」
の
芸
を
基
と
す
る
の
で
、

東
山
文
化
の
幽
玄
・
閑
寂
の
思
想
と

洗
練
さ
れ
た
強
健
さ
を
兼
ね
備
え
、

華
麗
さ
と
無
常
感
の
相
反
す
る
傾
向

が
一
体
と
な
る
当
時
の
貴
族
趣
味
を

持
ち
合
わ
せ
る
。
本
作
に
も
そ
れ
が

よ
く
表
れ
て
お
り
、
保
存
状
態
も
よ

く
、
名
品
の
一
枚
と
い
え
る
。
桃
山

時
代
。

◆
縦
八
七
・
七
㎜　

横
八
六
・
五
㎜

　

厚
さ
二
・
七
㎜

　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
二
四
（24）
万
円

鐔
　
山
城
国
住
人
　
埋う

め
た
だ
し
げ
な
り

忠
重
成

龍
図
　
赤
銅
磨
地
　
変
り
長
丸
形
　
金
・
銀
・
素
銅
平
象
嵌
　
片
切
彫
　
丸
耳

　

黒
く
落
ち
着
い
た
赤
銅
磨
地
に
、
龍
図
を
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
的
に
金
・
銀
・
素

銅
を
駆
使
し
て
平
象
嵌
す
る
。
表
の
金
を
ま
と
っ
た
龍
は
身
を
赤
み
が
か
っ
た
銀

平
象
嵌
と
し
、
尾
が
上
方
に
上
が
り
、
そ
の
銀
平
象
嵌
が
続
く
。
裏
は
龍
を
簡
略

化
し
て
ほ
と
ん
ど
素
銅
の
線
象
嵌
と
し
、
上
の
雲
の
方
を
素
銅
象
嵌
し
て
く
っ
き

り
大
き
く
描
き
輪
郭
を
片
切
彫
す
る
。
表
裏
と
も
人
を
食
っ
た
よ
う
な
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
意
匠
で
、
こ
う
い
う
文
化
が
当
時
の
京
都
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

埋
忠
重
成
は
橘
七
左
衛
門
と
い
う
。
京
都
か
ら
幕
府
御
用
で
出
府
し
、
江
戸
・

芝
に
住
む
。
本
作
は
小
品
で
あ
る
が
片
方
の
耳
を
少
し
削
っ
た
形
が
な
ん
と
も
い

え
ず
、
地
ガ
ネ
よ
く
、
図
案
は
現
代
に
も
通
じ
る
モ
ダ
ン
さ
で
、
手
の
ひ
ら
に
納

め
て
愛
玩
す
る
に
究
竟
の
優
品
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
六
〇
・
四
㎜　

横
五
四
・
四
㎜　

厚
さ
三
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　

上
製
箱
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
箱
に
佐
藤
寒
山
箱
書
あ
り
　
　
二
五
（25）
万
円
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目
貫
　
無
銘
　
古こ

み

の

美
濃

蔓
瓢
透
し
図
　
金
無
垢
地
　
容
彫
　
透

し
彫

　

き
れ
い
な
金
無
垢
地
に
、
竹
垣
に
か

ら
ん
だ
雅
趣
あ
る
蔓
瓢
箪
を
容
彫
す
る
。

瓢
箪
の
可
憐
な
花
と
真
ん
中
が
く
び
れ

た
実
を
く
っ
き
り
と
深
彫
し
、
葉
や
花

に
は
脈
を
毛
彫
す
る
。
ま
た
竹
垣
に
絡

む
蔓
の
動
き
を
繊
細
に
透
す
。

　

古
美
濃
と
は
、
室
町
時
代
か
ら
桃
山

時
代
に
か
け
て
美
濃
国
に
住
し
た
金
工

が
独
特
の
技
法
に
よ
っ
て
確
立
し
た
彫

物
を
指
す
。
美
濃
彫
は
「
美
濃
の
深

彫
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
図
柄
を
高
彫

で
ス
ッ
キ
リ
と
彫
り
、
彫
り
の
深
さ
と

線
の
強
さ
が
際
立
つ
。
ま
た
同
時
代
の

後
藤
家
と
は
異
な
り
、
自
由
で
瀟
洒
な

趣
が
あ
る
。
裏
か
ら
見
る
抜
け
穴
も
ま

こ
と
に
味
わ
い
深
い
。
上
品
で
雅
趣
あ

る
目
貫
で
、
さ
す
が
重
要
小
道
具
指
定

の
品
で
あ
る
。
室
町
時
代
。

　

重
要
小
道
具（
昭
和
46
年
・
第
20
回
）

　

上
製
落
し
箱
入
り

　
九
五
（95）
万
円

小
柄
　︿
棟
銘
﹀
後
藤
法
橋

　
　
　︿
戸
尻
銘
﹀
一

い
ち
じ
ょ
う乗

（
花
押
）

流
水
に
つ
く
ば
ね
草
図
　
赤
銅
細
石
目
地
　
金
・
素
銅
色
絵

銀
平
象
嵌
　
裏
・
四
分
一
磨
地
に
毛
彫
　
小
口
・
戸
尻
に
金

　

漆
黒
の
赤
銅
磨
地
に
も
見
え
る
細こ
ま

石
目
地
に
つ
く
ば
ね
草
（
正

月
の
追
い
羽
根
の
羽
に
似
る
こ
と
か
ら
）
を
高
彫
し
、
萼
を
金
色

絵
、
実
を
素
銅
色
絵
し
、
流
水
を
銀
平
象
嵌
す
る
。
裏
は
四
分
一

磨
地
に
蹴
彫
と
毛
彫
を
駆
使
し
て
、
琵
琶
湖
周
辺
の
景
色
で
あ
ろ

う
か
比
良
の
山
々
と
粟
津
原
の
松
林
を
彫
り
、
湖
面
を
線
彫
し
、

光
が
反
射
す
る
か
の
よ
う
に
金
砂
子
象
嵌
を
撒
く
。

　

一
乗
は
寛
政
三
年
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。
後
藤
本
家
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
や
や
力
の
衰
え
た
幕
末
の
後
藤
家
の
中
に
あ
っ

て
非
凡
の
努
力
を
重
ね
、
一
乗
細
工
所
も
経
営
し
、
後
藤
家
の
掉

尾
を
飾
る
名
工
と
な
り
、
本
邦
彫
金
界
に
大
き
く
名
を
留
め
て
い

る
。
優
れ
た
弟
子
も
一
琴
・
一
至
ほ
か
多
く
を
養
成
し
た
。
余
技

と
し
て
絵
画
・
俳
階
・
和
歌
に
も
優
れ
、
当
時
一
流
の
文
化
人
で

あ
っ
た
。
故
に
作
風
も
多
様
で
一
様
で
は
な
い
が
、
皆
、
相
当
の

水
準
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
に
入
っ
て
も
活
躍
し
、
明
治

九
年
86
歳
没
。
本
作
は
幕
末
の
京
の
雰
囲
気
を
表
し
た
優
作
。
幕

末
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
一
〇
〇

（100）
万
円

拡大

拡大

拡大
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小
柄
　
浜
野
直な

お
ゆ
き随

（
花
押
）︿
棟
銘
﹀

帆
掛
け
人
物
図
　
赤
銅
磨
地
　
高
彫
　
四
分

一
据
文
　
金
・
素
銅
色
絵
　
毛
彫
　
裏
・
四

分
一
磨
地
に
毛
彫

　

漆
黒
の
赤
銅
地
に
、
こ
の
図
は
縦
図
で
高

い
帆
柱
と
水
夫
を
高
彫
す
る
。
帆
柱
は
四
分

一
据
文
、
先
端
の
蝉せ
み

と
呼
ば
れ
る
滑
車
の
部

分
と
水
夫
の
顔
・
手
足
を
素
銅
に
す
る
。
帆

柱
の
木こ
っ
ぱ端

巻
き
と
、
蝉
か
ら
出
て
帆
を
吊
る

縄
を
金
色
絵
、
下
方
は
波
浪
を
毛
彫
。
裏
は

細
か
い
毛
彫
で
船
着
き
場
を
彫
っ
て
お
り
、

ま
る
で
細
野
惣
左
衛
門
で
あ
る
。

　

直
随
は
遠
山
氏
。
は
じ
め
柳
川
直
政
の
門

人
・
中
村
直
矩
に
学
び
、
後
に
初
代
・
浜
野

矩
随
に
師
事
し
、
浜
野
の
流
名
を
名
乗
る
。

20
歳
の
時
に
浅
草
で
独
立
開
業
。
そ
の
後
、

甲
府
、
越
後
に
赴
き
、
後
年
は
信
濃
国
に
移

り
、
74
歳
で
没
す
る
ま
で
伊
那
谷
の
片
桐
村

で
暮
ら
す
。
江
戸
で
岩
間
政
盧
、
甲
府
で
浜

野
直
親
、
越
後
で
小
栗
良
直
な
ど
を
養
成
す

る
。
本
作
は
変
わ
っ
た
図
柄
で
人
目
を
驚
か

せ
る
。
裏
を
見
て
、
そ
の
取
り
合
せ
に
納
得

す
る
小
柄
で
、
直
髄
と
は
や
は
り
異
能
の
工

で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
二
五
（25）
万
円

小
柄
　
行こ

う
ね
ん年
六
十
一
歳
　
如じ

ょ
ち
く竹
叟

月
に
時
ほ
と
と
ぎ
す

鳥
図
　
銀
磨
地
　
四
分
一
据
文
　
目
に
金
点

色
絵
　
赤
銅
平
象
嵌
　
裏
・
銀
磨
地

　

き
れ
い
に
光
る
銀
地
に
、
時
鳥
を
四
分
一
で
高
彫

据
文
し
、
そ
の
下
の
横
縞
と
月
の
周
囲
に
棚
引
く
雲

を
、
墨
絵
式
平
象
嵌
と
呼
ば
れ
る
技
法
で
赤
銅
を
嵌

入
す
る
。
時
鳥
は
古
来
、
月
と
と
も
に
多
く
の
和
歌

に
詠
ま
れ
、
鶯
と
と
も
に
そ
の
年
の
初
め
て
の
鳴
き

声
「
初
音
」
は
珍
重
さ
れ
た
。
裏
は
銀
地
に
大
き
く

流
麗
な
銘
で
、
立
派
で
あ
る
。

　

如
竹
は
村
上
氏
。
江
戸
中
期
後
半
の
工
で
、
師
伝

は
不
明
で
あ
る
が
鐙あ
ぶ
みの

象
嵌
工
の
出
身
と
い
わ
れ
る
。

ト
ン
ボ
・
蝶
・
魚
な
ど
の
主
題
を
大
き
く
高
彫
に
し
、

そ
こ
に
各
種
の
色
が
ね
の
象
嵌
色
絵
や
螺
鈿
・
珊
瑚

な
ど
を
嵌は

め
、
印
象
に
残
る
作
品
を
製
作
し
た
。
ま

た
一
方
で
は
、
本
作
の
よ
う
に
墨
象
嵌
や
緻
密
な
線

象
嵌
な
ど
平
象
嵌
の
名
人
で
も
あ
り
、
こ
の
手
法
に

よ
る
作
品
も
比
較
的
数
が
あ
る
。
本
作
は
光
輝
く
銀

地
で
あ
る
が
、
磨
地
は
傷
み
や
す
く
、
擦す

れ
が
あ
る

程
度
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
級
の
名
工
の
作
は
な
か

な
か
出
な
い
の
で
お
勧
め
で
あ
る
。
江
戸
芝
新
門
前

町
住
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
四
〇
（40）
万
円

小
柄
　
光み

つ
お
き興

（
印
銘
）（
鼎
印
）

鶴
図
　
赤
銅
細
石
目
地
　
高
彫
　
金
・
銀
・
素
銅
色
絵
　
毛
彫
　

裏
・
鉄
地

　

赤
銅
地
を
細こ
ま
い
し石

目め

に
仕
立
て
、
縦
図
に
一
羽
の
丹
頂
鶴
を
大
き

く
高
彫
す
る
。
翼
を
銀
色
絵
し
、
深
い
毛
彫
と
細
い
線
で
丁
寧
に

羽
毛
を
彫
る
。
長
い
首
と
風
切
り
羽
は
赤
銅
と
し
、
頭
頂
の
赤
く

裸
出
し
た
皮
膚
は
素
銅
、
長
い
脚
と
蹄
は
金
色
絵
す
る
。
裏
は
な

ん
と
鉄
板
に
し
、
そ
こ
に
い
つ
も
の
鼎か
な
え
い
ん印と
光
興
と
の
印
銘
を
彫

る
。

　

大
月
派
は
も
と
も
と
京
都
金
工
で
は
老
舗
的
な
存
在
の
名
門

で
、
特
に
京
都
三
傑
の
一
人
と
い
わ
れ
た
大
月
光
興
が
出
て
か
ら

は
、
そ
の
門
人
子
弟
に
優
工
が
集
ま
り
、
以
後
明
治
の
世
に
な
る

ま
で
大
い
に
発
展
し
繁
栄
し
た
。
光
興
は
明
和
三
年
生
ま
れ
。
才

人
で
あ
り
、
絵
を
岸が
ん

駒く

に
学
び
、
円
山
派
の
長
沢
蘆ろ

雪せ
つ

と
も
親
交

が
あ
っ
た
と
い
う
。
作
域
は
ま
さ
に
絵
風
で
あ
り
、
彫
法
は
高
彫

色
絵
・
片
切
彫
平
象
嵌
と
共
に
巧
み
で
あ
る
。
天
保
五
年
69
歳
没
。

銘
は
印
銘
に
鼎
印
を
用
い
て
独
特
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
六
五
（65）
万
円

銘拡大
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鐔
　
茂し

げ
か
ね包

柳
樹
二
匹
馬
図
　
鉄
磨
地
　
長
丸
形
　
鋤
出
彫
　
金
・
銀
象

嵌
色
絵
　
鋤
残
し
耳
　
両
櫃
孔
・
金
埋
め

　

大
ぶ
り
の
鐔
で
、
す
っ
き
り
し
た
錆
色
の
鉄
磨
地
に
、
柳

樹
と
二
頭
の
馬
を
鋤
出
彫
し
、
柳
の
葉
や
下
草
を
華
や
か
に

金
色
絵
す
る
。
馬
の
た
て
が
み
と
背
景
の
水
辺
に
は
、
毛
彫

を
加
え
て
丁
寧
に
描
き
、
流
れ
る
水
流
を
銀
色
絵
す
る
。

　

馬
と
柳
の
組
み
合
わ
せ
は
中
国
・
日
本
の
絵
画
に
よ
く
見

ら
れ
る
。
旅
立
つ
際
に
中
国
で
は
柳
の
枝
を
「
邪
気
払
い
」

「
旅
の
安
全
」
と
願
っ
て
渡
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
馬
の
鼻
を

旅
立
つ
人
の
向
か
う
方
向
に
向
け
た
。
こ
れ
が
「
鼻
向
け
↓

餞
」
と
な
る
。
本
作
は
馬
の
姿
が
よ
く
、
ま
た
生
命
力
の
強

い
柳
に
春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
き
れ
い
な
鐔
。
茂
包
は
伯

耆
国
（
鳥
取
県
）
の
工
で
安
田
氏
、
江
戸
に
も
住
む
。
伯
州

住
安
田
才
兵
衛
茂
苞
作
と
銘
を
切
る
作
が
あ
る
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
八
五
㎜　

横
七
八
㎜　

厚
さ
四
・
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り　

　
二
〇
（20）
万
円
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